
曝露評価に用いる体重について 

 
 

１．検討の背景 

平成26年2月20日の薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会に

おいて、農薬等の暴露評価に用いる平均体重を、53.3kgから国民平均：55.1 kg、高齢

者（65 歳以上）：56.1 kg、妊婦：58.5 kg、小児（1～6 歳）：16.5 kg に変更する旨

の報告がなされ、3月18日の同部会から、新しい平均体重を用いて暴露評価を行ってい

る。それにあわせる形で、食品安全委員会でも食品健康影響評価に用いる体重を原則と

して統一することとしている。 

  

２．水道における評価値の算出方法 

評価値の算定に当たっては、WHO等が飲料水の水質基準設定に当たって広く採用して

いる方法を基本とし、食物、空気等他の暴露源からの寄与を考慮しつつ、生涯にわたる

連続的な摂取をしても人の健康に影響が生じない水準を基として設定している。  

具体的には、閾値があると考えられる物質については、基本的には  

・1日に飲用する水の量を2L  

・人の平均体重を50kg（WHOでは60kg）  

・水道水由来の暴露割合として、TDIの10%（消毒副生成物は20%）を割り当てとする条

件の下で、対象物質の1日暴露量がTDIを超えないように評価値を算出している。ただし、

物質によっては異なる暴露シナリオを用いている場合がある。  

一方、閾値がないと考えられる物質については、VSD又はリスク評価をもとに評価値を

設定している。 

 

３．今後の方針（案） 

 評価値を算出するための曝露評価に用いる体重については、下記の理由から現状の

50kgを維持することとしたい。 

① 他の定数（摂取量、寄与率）はそれほど精緻にとられていない。 

② もともとリスク評価は、有効１桁程度の精度で運用している。 

③ 現在用いている50kgについては、安全側の評価となっている。 

 

 
ただし、今後食品健康影響評価に用いる平均体重が更に変化していく場合には、再度検

討の場を設け、曝露評価に用いる体重を検討していくこととしたい。 
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